
平成31年度

科目

a b c d

２　学習の到達目標

・スポーツについての総合的な理解を通して、その知識を運動の主体的、合理的、計画的な実践に活用できるとともに、生涯を通し
「する、見る、支える」といった視点から自己に適したかかわり方で、スポーツの振興発展に寄与できる資質や能力を育てる。
・スポーツの特性や魅力、参加者の関心や意欲、体力・技能の程度などを踏まえて、身体を動かす楽しさを体感できる機会を設け、
　発達段階に応じた適切な指導法を適用できる。

３　学習評価(評価規準と評価方法)

d:知識・理解

受講態度の観察
ノート

レポート
テスト

観点の趣旨

評価方法
ノート・レポート・テスト等

体育科

学 期 単元名 単元（題材）の評価規準

単位数 １単位 年次

c:運動の技能b:思考・判断a:関心・意欲・態度観点

・社会の変化に伴うスポーツの
必要性や意義、運動の歴史的経
緯や文化的特徴に関心を持ち、
生涯にわたってスポーツに関
わっていこうと進んで学習に取
り組もうとする。
・運動・スポーツを行うときの
身体構造や働きなど、自身の身
体に興味を持ち、積極的に参加
する。

・運動を実践するための運動技
術の構造を整理したり、自分に
適した運動及び学習方法を見つ
けている。
・自己や仲間の課題に応じた運
動を継続するための取組を工夫
できる。
運動を継続したり、体力や技能
向上をするための計画を考える
ことができる。
・学習で得た成果を自ら応用・
発展させ、実生活に生かせる。

・記録や技能向上に挑戦する。
・運動の合理的な実践を通し
て、種目特性に応じて勝敗を
競ったり、攻防を展開したり、
表現するための各領域の運動特
性に応じた段階的な技能を身に
付ける。
・仲間と連携・協力して各種目
を楽しむ。

・スポーツの歴史、文化的特
性、スポーツとの関わり方につ
いて理解している。
・運動の技術の名称や行い方、
体力の高め方、課題解決の方
法、練習や発表の仕方、指導方
法、スポーツを行う際の健康・
安全の確保の仕方についての具
体的な方法を理解している。

受講態度の観察ノート・レポー
ト等

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において
　特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

学校番号 122

教科

使用教科書

副教材等

なし

新版　図解スポーツトレーニングの基礎理論　（西東社出版）

体育 スポーツ概論

４　学習の活動

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:思考・判断　c:運動の技能　d:知識・理解
※　年間指導計画（例）作成上の留意点

学習内容
主な評価の観点

３
学
期

コ
ン
デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン
グ

１年次

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞれの観点
を適切に配分し、評価します。

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

・スポーツの始まりや歴史的変遷を踏まえて、スポーツをする際に求められる合理的な技術への専門的知識や技術獲得のための
　効果的な学習法。
・生涯を通してスポーツの振興発展にかかわることができる資質や能力の育成。
・ライフステージや個人のライフスタイルに応じたスポーツライフの計画や実践の仕方。
・スポーツ指導者として求められる指導理論や健康や安全に関する事項。

身
体
の
構
造

１
学
期

ス
ポ
ー

ツ
の
歴

史

受講態度の観察
ノート

レポート
テスト

a:スポーツの歴史、文化的特性や現代ス
ポーツの特徴について、自主的に取り組
もうとしている。
b:必要な情報を比較・分析し、まとめた
考えを発表できる。
d:ノートにまとめて記述し説明できる。

a:自身の身体の中で、どのような機能が
働いているか、運動・スポーツを行うと
きの身体構造や働きを、積極的な学習活
動をしている。
b:必要な情報を比較・分析し、まとめた
考えを発表できる。
d:ノートにまとめて記述し説明できる。

a:健康な生活を送る上での食事の意味に
ついて資料を探したり調べたり、スポー
ツ現場での傷害の発生を調べたり、考え
たりする学習活動に取り組もうとする。
b:自身の食生活と栄養について比較・分
析し、傷害や熱中症などの応急手当の必
要性を調べ、課題を見つけ、説明するこ
とができる。
d:自身の栄養・食生活について見直し、
改善方法を考える。傷害や熱中症の応急
手当の手順や方法を理解し、説明・実践
できる。

○

技能観察・ノート・テスト等 ノート・レポート・テスト等

２
学
期

評価方法

受講態度の観察
ノート

レポート
テスト

○ ○ ○

・スポーツの始まりと変遷
・現代社会とスポーツ
・競技スポーツの意義
・ライフステージとスポーツ
・ライフスタイルとスポーツ

○ ○ ○○

・脳・神経系
・筋・骨格系
・循環器系
・消化器系
・筋・腱・筋線維
・筋収縮
・エネルギー供給

・栄養
・食事
・超回復
・水分補給
・スポーツ傷害
・ＲＩＣＥ
・熱中症

○

○ ○ ○



平成31年度

科目

a b c d

使用教科書 なし

副教材等 新版　図解スポーツトレーニングの基礎理論　（西東社出版）

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

学校番号 122
体育科

教科 体育 スポーツ概論 単位数 １単位 年次 ２年次

観点の趣旨

・社会の変化に伴うスポーツの
必要性や意義、運動の歴史的経
緯や文化的特徴に関心を持ち、
生涯にわたってスポーツに関
わっていこうと進んで学習に取
り組もうとする。
・運動・スポーツを行うときの
身体構造や働きなど、自身の身
体に興味を持ち、積極的に参加
する。

・運動を実践するための運動技
術の構造を整理したり、自分に
適した運動及び学習方法を見つ
けている。
・自己や仲間の課題に応じた運
動を継続するための取組を工夫
できる。
運動を継続したり、体力や技能
向上をするための計画を考える
ことができる。
・学習で得た成果を自ら応用・
発展させ、実生活に生かせる。

・記録や技能向上に挑戦する。
・運動の合理的な実践を通し
て、種目特性に応じて勝敗を
競ったり、攻防を展開したり、
表現するための各領域の運動特
性に応じた段階的な技能を身に
付ける。
・仲間と連携・協力して各種目
を楽しむ。

・スポーツの歴史、文化的特
性、スポーツとの関わり方につ
いて理解している。
・運動の技術の名称や行い方、
体力の高め方、課題解決の方
法、練習や発表の仕方、指導方
法、スポーツを行う際の健康・
安全の確保の仕方についての具
体的な方法を理解している。

・スポーツの始まりや歴史的変遷を踏まえて、スポーツをする際に求められる合理的な技術への専門的知識や技術獲得のための
　効果的な学習法。
・生涯を通してスポーツの振興発展にかかわることができる資質や能力の育成。
・ライフステージや個人のライフスタイルに応じたスポーツライフの計画や実践の仕方。
・スポーツ指導者として求められる指導理論や健康や安全に関する事項。

２　学習の到達目標

・スポーツについての総合的な理解を通して、その知識を運動の主体的、合理的、計画的な実践に活用できるとともに、生涯を通し
「する、見る、支える」といった視点から自己に適したかかわり方で、スポーツの振興発展に寄与できる資質や能力を育てる。
・スポーツの特性や魅力、参加者の関心や意欲、体力・技能の程度などを踏まえて、身体を動かす楽しさを体感できる機会を設け、
　発達段階に応じた適切な指導法を適用できる。

３　学習評価(評価規準と評価方法)
観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞれの観点
を適切に配分し、評価します。

４　学習の活動

学 期 単元名 学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法

評価方法
受講態度の観察・ノート・
レポート等

ノート・レポート・テスト
等

技能観察・ノート・テスト
等

ノート・レポート・テスト
等

○

a:年齢や体力、個人にによってﾄﾚｰﾆﾝｸﾞが
異なることや、原理・原則を理解し、ﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞにおける用語・知識を学び実践的な
取り組みをしている。
b:必要な情報を比較・分析し、まとめた
考えを発表できる。
d:ノートにまとめて記述し説明できる。

受講態度の観察
ノート

レポート
テスト

２
学
期

筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

・ウェイトトレーニングの
　基礎
・ベンチプレス
・デッドリフト
・スクワット
・ﾄﾚｯﾄﾞﾐﾙ走
・ＲＰＥ
・シャトルランテスト

○ ○ ○ ○

a:ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ器具の名称・使用方法、ﾄﾚｰﾆﾝ
ｸﾞの実施方法、原理原則などの基礎知識
を学び、安全に留意し学習活動に取り組
もうとしている。
b:必要な情報を比較・分析し、安全に配
慮し発表・表現している。
c:運動の合理的な実践を通して、種目特
性に応じて記録や技能向上に挑戦する。
d:ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ器具の名称や実施方法、体力の
高め方、安全の確保の仕方についての具
体的な方法を理解している。

受講態度の観察
技能観察
レポート
テスト

１
学
期

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
基

礎
理
論

・体力要素
・年齢と体力
・トレーニングの原則
・レペティションマキシマム
・プライオリティ
・セットシステム
・スプリットルーティン
・ピリオダイゼーション

○ ○

※　年間指導計画（例）作成上の留意点

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において
　特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

○ ○

a:さまざまなﾄﾚｰﾆﾝｸ種目のﾞ実施方法を学
び、安全に留意し学習に取り組もうとし
ている。
b:必要な情報を比較・分析し、安全に配
慮し発表・表現している。
c:運動の合理的な実践を通して、種目特
性に応じて記録や技能向上に挑戦する。
d:ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ器具の名称や実施方法、体力の
高め方、安全の確保の仕方についての具
体的な方法を理解している。

受講態度の観察
技能観察
レポート
テスト

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:思考・判断　c:運動の技能　d:知識・理解

３
学
期

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
実
践

・SAQトレーニング
・ﾌﾟﾗｲｵﾒﾄﾘｯｸｽ
・ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
・体幹ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
・ストレッチ

○ ○



平成31年度

科目

a b c d

学校番号 122
体育科

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

・スポーツの始まりや歴史的変遷を踏まえて、スポーツをする際に求められる合理的な技術への専門的知識や技術獲得のための
　効果的な学習法。
・生涯を通してスポーツの振興発展にかかわることができる資質や能力の育成。
・ライフステージや個人のライフスタイルに応じたスポーツライフの計画や実践の仕方。
・スポーツ指導者として求められる指導理論や健康や安全に関する事項。

２　学習の到達目標

・スポーツについての総合的な理解を通して、その知識を運動の主体的、合理的、計画的な実践に活用できるとともに、生涯を通し
「する、見る、支える」といった視点から自己に適したかかわり方で、スポーツの振興発展に寄与できる資質や能力を育てる。
・スポーツの特性や魅力、参加者の関心や意欲、体力・技能の程度などを踏まえて、身体を動かす楽しさを体感できる機会を設け、
　発達段階に応じた適切な指導法を適用できる。

３　学習評価(評価規準と評価方法)

年次 ３年次

使用教科書 なし

副教材等 新版　図解スポーツトレーニングの基礎理論　（西東社出版）

教科 体育 スポーツ概論 単位数 ２単位

観点の趣旨

・社会の変化に伴うスポーツの
必要性や意義、運動の歴史的経
緯や文化的特徴に関心を持ち、
生涯にわたってスポーツに関
わっていこうと進んで学習に取
り組もうとする。
・運動・スポーツを行うときの
身体構造や働きなど、自身の身
体に興味を持ち、積極的に参加
する。

・運動を実践するための運動技
術の構造を整理したり、自分に
適した運動及び学習方法を見つ
けている。
・自己や仲間の課題に応じた運
動を継続するための取組を工夫
できる。
運動を継続したり、体力や技能
向上をするための計画を考える
ことができる。
・学習で得た成果を自ら応用・
発展させ、実生活に生かせる。

・記録や技能向上に挑戦する。
・運動の合理的な実践を通し
て、種目特性に応じて勝敗を
競ったり、攻防を展開したり、
表現するための各領域の運動特
性に応じた段階的な技能を身に
付ける。
・仲間と連携・協力して各種目
を楽しむ。

・スポーツの歴史、文化的特
性、スポーツとの関わり方につ
いて理解している。
・運動の技術の名称や行い方、
体力の高め方、課題解決の方
法、練習や発表の仕方、指導方
法、スポーツを行う際の健康・
安全の確保の仕方についての具
体的な方法を理解している。

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞれの観点
を適切に配分し、評価します。

４　学習の活動

学 期 単元名 学習内容
主な評価の観点

単元（題材）の評価規準 評価方法

評価方法
受講態度の観察・ノート・レ
ポート等

ノート・レポート・テスト等 技能観察・ノート・テスト等 ノート・レポート・テスト等

○ ○

a:年齢や体力、個人にによってﾄﾚｰﾆﾝｸﾞが
異なることや、原理・原則を理解し、ﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞにおける用語・知識を学び実践的な
取り組みをしている。
b:必要な情報を比較・分析し、まとめた
考えを発表できる。
C:運動の合理的な実践を通して、種目特
性に応じ、安全を配慮して指導できる。
d:ノートにまとめて記述し説明できる。

受講態度の観察
技能観察
レポート
テスト

２
学
期

卒
業
研
究

・課題研究
・論文作成 ○ ○ ○

a:年齢や体力、個人にによってﾄﾚｰﾆﾝｸﾞが
異なることや、原理・原則を理解し、ﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞにおける用語・知識を学び実践的な
取り組みをしている。
b:必要な情報を比較・分析し、結果を考
察して発表できる。
d:ノートにまとめて記述し説明できる。

受講態度の観察
ノート

研究発表
レポート

１
学
期

ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
法

・分習法と全習法
・一斉指導とグループ
　別指導と個別指導
・参加者の安全の確保
・論文検索
・序論作成

○ ○

※　年間指導計画（例）作成上の留意点

・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において
　特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

○

a:年齢や体力、個人にによってﾄﾚｰﾆﾝｸﾞが
異なることや、原理・原則を理解し、ﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞにおける用語・知識を学び実践的な
取り組みをしている。
b:必要な情報を比較・分析し、結果を考
察し、論述的に発表できる。
d:ノートにまとめて記述し説明できる。

受講態度の観察
ノート

研究発表
(パワーポイント)

レポート

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:思考・判断　c:運動の技能　d:知識・理解

３
学
期

卒
業
研
究
発
表

・研究活動
・論文作成
・研究発表

○ ○


